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1．目的

次期学習指導要領はどうなる？
（どうする？）
高校：2032年度入学生～）現：小2

地図GISの活用の観点から
論点を整理し
実践を踏まえて
展望を行う



過去2回のシンポでの論点を検討

「地図・地理情報システムと地誌学習」
（日本地理学会：2022年秋）

「次期改訂に向けての小中高地誌学習の
新たな方向性」

（日本地理学会：2023年春）

方法①



直近の実践を事例に課題を検証

高校2年生「地理総合」

「自然環境と防災」

方法②



2．論点



（1）「地誌学習」において
GISを使う意義とは？

地図を交えて課題の提示が容易になる
「何を観察するべきなのか？」

地図やグラフなどに加工される前の
データへのアクセスが容易になる

（秋本：2022）



バーチャルとリアルの往復
「リアル」から学ぶことの重要性が高まる

（菊池：2023）

（1）「地誌学習」において
GISを使う意義とは？



「日本地誌」「世界地誌」の
棲み分けが進む

（2）これからの地理教育において

「地誌学習」はどうなって
行くのか？

（井田：2023）



実際はどうだろうか？



３．実践事例



課題の提示手段・日常的な情報の可視化
（地図化）のための手段としてのGIS

（伊藤：2024a）



自ら手を動かし、「作図」することで
学ぶ機会を定期的に設ける

「地理の調理実習」
（伊藤：2024ｂ）



ＧＩＳによる調理実習（３時間完結）

学期に３回＋課題研究（地域調査）

1学期 2学期
3学期



「自然環境と防災」

だけはしっかりやりたい（でも時間がない）

3学期
講義

実習

ＧＩＳによる（？）
身近な地域の
「危ない場所」探し

これだけは避けたい!!



3学期

講義
（2）

実習
（3）

ＧＩＳによる
全国各地の
災害事例から学ぶ

ジグソー法の応用



教材

全国23地域の災害事例を
主題図と合わせて解説

各自がレポートにまとめて
相互プレゼン／レポート提出



懸念されたこと テキストが堅い
おもしろくない

理解は不十分だが
なんとなく
「わかったような」報告

デジタルがゆえに
差が見えにくい



手順にこだわってみた



①文章を品詞分解させる

地名・固有名詞

一般用語

数値・年号

携帯端末
（Chromebook)
「ロイロノート」を利用

画面に
直接描き込み可能



②テキスト内の図に要約させる

携帯端末
（Chromebook)
「ロイロノート」を利用

画面に
直接描き込み可能



③テキストの図もとに
地理院地図等を使って作図する



④Google Earthや
Googleストリートビューで「現場」
を訪ねて写真を撮る



⑤互いに見せ合った後で
ワークシートに手書きでまとめる

自分が選んだ地域・災害の概要

他の人の報告の要約

調べたこと・聞いたことから考え
た自分達の地域に生かす教訓



⑥提出物は画像ファイルと
手書きのワークシート

ルーブリックで評価基準を示して観点別評価



生徒に提示した本ワークの
全体イメージ

出汁（だし）
（テキストから取り出した情報）

具材
作図した地図
景観写真など

ごはん
手書きでまとめた考察



到達点と課題

デジタルな手法とアナログな手法の併用で

資料をより深く読み、表現させる指導ができた

22種類の事例を用意することでバリエーション
ができ、「他者に見せる（魅せる）ための作図」
を指導することができた



到達点と課題
テキストが示す結論の引き写し

⇒発問やワークシートの改善の必要性あり

地理院地図による地形表現

やストリートビューに留まっている。

⇒統計資料等を使った主題図づくり

ができれば「地域調査」らしさが出るだろう



共通テスト
地理総合・地理探究 “地域調査”問題

教材として活用



4．考察と展望



地図を交えて課題の提示が容易になる
「何を観察するべきなのか？」

教科書の図表
資料集の資料
地図帳の地図

（秋本：2022）



地図やグラフなどに加工される前の
データへのアクセスが容易になる

（秋本：2022）

ダシを取るノウハウ



バーチャルとリアルの往復
「リアル」から学ぶことの重要性が高まる

（菊池：2023）

近くの「もしも」 遠くの「リアル」



「日本地誌」「世界地誌」の
棲み分けが進む

（井田：2023）

日本地誌は
中学校で

世界地誌は
高校で

資料と地図で
深める日本地誌

基本を定着させる
世界地誌（地名）



次期指導要領（2032年～）に向けて
○個人的には「高校地理にこそ日本地誌」と
考えている

▼「地理総合」と「地理探究」
の内容重複の解消が急務



次期指導要領（2032年～）に向けて

○理科のように
「地理基礎」（地図・GISと地誌）
「地理」（系統地理）

○歴史総合（近現代史に特化）
○日本史探究・世界史探究

でよいのでは？



「失われた30年」を取り戻すには
30年はかかる⇒若者の意見を

○地理総合・地理探究の10年
（2022～2032年）

○地理基礎・地理の10年
（2032～2042年）

○必修「地理」の10年
（2042～2052年）

地理総合世代は
36歳

地理総合世代は
26歳


